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1. タツナミtJイくDolabellaauricuIa S:) 
の遺精髄転について 黒住ー昌 
タツナミガイは軟体動物語、鯨類に属ナる海産動物 
にしで唯堆両性の生殖腺，即ち卵精巣を右し精子発
生並びに卵発生は同一腺胞内にて殆ど同時に進行ナ 
るものでるる。演者は神奈川県三崎町及び千葉県小
湊町沿岸に於で採集ぜる該勤物の卵精巣を，海水を
含む Ciaccio"Nemec，Bouin，Zenker-formol等
の固定液を以て固定し，ベラフィン切nとなし遺精
細胞の微細構造を観察した。使用した染色法は
Heidenhain鉄ヘマトキシリン法及び Benda民法 
である。
Spermatogonia，Spermatocyt，Spermatidの
各時期を通じで細胞質中に数個乃至数十都!の極主うで
微細なる頼粒を認め，無:挟序に排列する場合もあ
!J，又一定の線状に排列して各頭粒間を極めて繊細
な糸状物が蓮結ずる像を見る。此の微細顕粒はsJi"謂
Mikrosomenであり，駅粒間搬維は Mikrosomen-
fadenである。時として Mikrosomenはその周囲
に最状生胞を形成すると認める。上記Mikrosomen
より更に粗大なる球状穎粒を特に Spermatocyt及
ぴ Spermatidに多量に認必る。此れは Mitochon-
driaであり屡々核のー側に集団をなして存し後越
する Idiozomを取D因む状態を示ナ。個々の Mi-
tochondriaの形状は球形又は卵同形であって，本
動物に於ては糸状又は梓状の Mitochondriaは何れ
の時期にも認め与ととができなかったの時として個
々の Mitochondriaの問に糸状連絡を見るととがあ
り，又 Mikrosomenと Mitochondriaが共存し
てその問に明確なる区別を立て難き場合が多く存ナ
答。此れちの事実から Mikrosomenが Mitochon司 
driaの母体であって，両者の問に移有状態の存ナ
るととが推定せ、られる。 Idiozoli1_は核の近傍に存す
る1伺時には 2但!の球形又は卵円形の大型塊状の物 
体であり， Spermatocyt及び早期白 Spermatidに
於て明瞭に観察し得る。 Idiozomは時に Mitochon-
dria染色により全〈染色されず，所謂 Negatives
B iIdをなし，その周辺に密に配列せる集団状の
Mitochondriaが存しあたかも Mitochondria集団
内部の空胞の如く見られる場合がある。
Spermatidが Metamorphoseを開始すれば，
球形の核は濃縮してへマトキシリンに濃染し形態も
や丸小となfI，漸次細胞り前端に移動し細胞質・の大
部分は後方にあって著しく膨大し，細胞の形態は西
洋梨状を皐ナる。との以前 Centrosomより 1本の
鞭毛が発生し細胞体外に突出するが，との時期に至 
fJCentrosomは核の後端に密接ナ与に至o。か L
る形態に達した Spermatozoaは次第にその長さを 
靖加し且つi障を減じで，核は球形，卵同形あら更に
組長〈梓状に変化ナる。細胞質・は次第に後方に駆透
せられ， Mitochondriaは小額粒形を保ちつ L鞭毛 
の周囲に散主ナるも，還には細胞質の大部分と共に
精子より放擁されるもののようである。かくしで完 
成せる精子は糸状の掠めで F長い核より成る頭部と此 
れに連続ナる，頭部の 10倍以上の長さを有する鞭
毛から形成せられ， 捕手L類に見られる知き典型的な
中節は認争られない。
2. 	 トノザマガ:J:.JJ，;くRananigrom.acwat.a) 
o嘆粘膜について 荒井元吉
トノサマガエノレ喋粘膜には 2種類の柴液腺が存在
し，粘膜下居中の腺は管状胞状腺に属しその腺細胞
には繊毛を有ずるものと然らさ、、るものを認め，繊毛
を有する腺細胞には分泌頼粒を認めず，此れに反し
織毛を有せざ、る細胞には多量の分泣、顎粒を認め-'>0
さらに又此れら 2種細胞の移行型と考えられる細胞
も存在し此そしには少量の分担、野.粒が表層!て近〈存在
し且つ繊毛をも有ナる。然しながら此の程の細胞の
鱗毛は前悲した分担、額粒を有しない細胞の繊毛に比
し盗かに痕跡的である。従って繊毛を者し分泌額粒
を有しない膜細胞は分泌休止期に差うれ該細胞が分
迎、機能を開始すれば失第に分泌頼粒を噌加し分担、を
